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fig.2 Methods lor determining the composition 01 point Z inthe A“8・































Fig.3 Liquidus projection 01 AI203-MgO-Si02 system， showing some 
characteristic parts 01 ternary phase diagram 


































Fig.4 Plane projection 01 primary crystal phase lield in A幽B-Cternary 
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Fig.5 Liquidus projection 01 A-B-C ternary system， showing AlkO" 

















































Fig.6 Liquidus projection of L-M-N ternary system， and phase dia-
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Fig.8 Cooling path 01 composition X inE-F-G ternary system， where 
incongruently melting compound H exists 
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Fig.7 Liquidus projection 01 ιF-G ternary system， where incongru幽 Fig.9Cooling path 01 composition Y inE-F-G ternary system， where 
ently melting compound H exists incongruently melting compound H exists 
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る化合物Hは、加熱過程で、n点において包品反応を起こし、
組成Vの液穏と純粋なGの結品に分解する。このF-G二元系
をFig.6のM-N系と比較するとわかるように、 M-N系の化
合物Rはm点において化合物と間じ組成の液体へと融解する
のに対して、 F-G系の化合物Hは、 n点で液体を生じるけれ
ども、その組成はHの組成とは異なるVで、ある。このことか
ら、 Rのように直接融解する化合物を一致溶融化合物(con-
gruent1y melting compound)と呼び、これに対して況のよ
うに包晶反応を伴って分解する化合物を不一致溶融化合物
(incongruent1y me1ting compound)と呼ぶ。組成がその初
品面上に存在しない化合物はいずれも後者である。
EとH間のアルケマイド線EHは境界線quを横切っている
が、 quはEとGの初品酪の境界総であってEとHの初品面
の境界線ではないので、ここにはアルケマイドの原理は適用
されない。従って、境界線引はuからqに向かつて一方的に
低下する勾配となる。で、は境界線pqの勾配はどうなってい
るのであろうか。境界線pqはどのアルケマイド緯とも交差
していない。点、pと点、qが位置するのは、共に構成三角形
EFH内である。 EFH内に組成を持つ液体の最終凝固後の構
成結晶相はE、FおよびHであり、液相がこの3つの結品相
と共存しえるのは、 E、Fおよび日の各初晶面が互いに接す
る点、pである。従って、点PはE剛F同日擬三元系における共
品点である。すなわち、点pはE-乱日擬三元系で液体が存

